
23
秋
闘
要
求
へ
の
回
答
指
定
日
だ

っ
た
11
月
8
日
以
降
、
11
月
16
日
時

点
で
の
回
答
状
況
で
は
、
1
8
8
組

合
が
回
答
を
引
き
出
し
、
正
規
の
月

数
平
均
は
1
・
7
3
6
カ
月
（
前
年

最
終
1
・
9
1
3
カ
月
）
、
一
律
3

万
2
7
8
2
円
（
同
2
万
6
5
4
2

円
）
、
平
均
支
給
額
は
47
万
2
4
4

7
円
（
同
50
万
3
0
5
8
円
）
。
パ

ー
ト
の
月
数
平
均
は
0
・
9
6
3
カ

月
、
一
律
2
万
5
6
7
8
円
、
平
均

支
給
額
は
12
万
9
6
4
1
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

正
規
の
昨
年
実
績
と
の
比
較
を
見

る
と
、
月
数
で
昨
年
実
績
を
上
回
る

回
答
を
引
き
出
し
た
組
合
が
15
・
6

％
（
同
34
・
4
％
）
、
昨
年
と
同
じ

が
53
・
1
％
（
同
48
・
1
％
）
、
昨

年
実
績
を
下
回
る
回
答
が
31
・
3
％

（
同
17
・
7
％
）
で
し
た
。

平
均
支
給
額
を
見
て
も
昨
年
実
績

を
下
回
る
回
答
を
受
け
た
の
が
52
・

5
％
（
同
34
・
9
％
）
と
、
47
・
7

％
が
平
均
支
給
額
で
昨
年
実
績
を
下

回
っ
た
20
秋
闘（
コ
ロ
ナ
禍
1
年
目
）

を
上
回
る
厳
し
い
回
答
結
果
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
個
別
回
答
を
見
て

も
20
万
円
近
く
も
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
る
組
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
の
運
動
の
成
果

で
「
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
」

の
世
論
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
黙
っ
て
い
れ
ば
、
シ

ワ
寄
せ
は
全
て
労
働
者
に
降
り
か
か

っ
て
き
ま
す
。
我
慢
も
限
界
で
す
。

怒
り
の
声
を
束
ね
て
、
全
国
一
斉
に

声
を
上
げ
る
時
で
す
。
「
賃
金
上
げ

ろ
」
の
声
を
上
げ
続
け
ら
れ
る
の
は

労
働
組
合
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
み

ん
な
が
納
得
で
き
る
回
答
、
み
ん
な

が
団
結
で
き
る
回
答
を
引
き
出
す
ま

で
、
産
別
に
結
集
し
て
必
ず
前
進
回

答
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

岡山・林精神医科学研究所労働組合のみなさん

岡
山林

精
研
労
組
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

の
回
避
基
準
を
「
昨
年
実
績
＋

α
」
と
し
て
、
11
月
8
日
に
全
員

団
交
を
実
施
。
理
事
会
か
ら
の
回

答
に
対
し
、
交
渉
参
加
者
ら
は
、

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
生
活
の
厳

し
さ
や
厳
し
い
人
員
体
制
の
中
で

日
々
奮
闘
し
て
い
る
現
状
な
ど
を

訴
え
、
年
末
一
時
金
上
積
み
の
再

回
答
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
理

事
会
は
、
下
半
期
の
経
営
状
況
を

み
て
期
末
手
当
の
検
討
は
で
き
る

が
、
本
日
の
再
回
答
は
で
き
な
い

と
回
答
。
交
渉
は
決
裂
し
、
翌
9

日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
と
な
り
ま

し
た
。

北
海
道

道
北
勤
医
労
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

回
避
基
準
を
満
た
す
回
答
が
あ
っ

た
た
め
、
9
日
は
病
院
前
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を
実
施
。
30
人

の
組
合
員
が
「
憲
法
守
れ
」
「
保

険
証
を
な
く
さ
な
い
で
」
な
ど
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
後
に
は
、

組
合
員
3
人
で
「
す
べ
て
の
ケ
ア

労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求

め
る
団
体
署
名
」
の
発
送
作
業
を

行
い
、
旭
川
市
内
に
あ
る
60
の
医

療
機
関
へ
発
送
し
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
勤
医
労
は
、
「
①

年
末
一
時
金
が
昨
年
実
績
を
下
回

ら
な
い
」
「
②
臨
時
職
員
の
扶
養

手
当
、
住
宅
手
当
の
新
設
」
を
ス

ト
ラ
イ
キ
回
避
基
準
と
し
、
団
交

を
実
施
。
法
人
は
「
①
昨
年
と
同

率
＋
年
度
末
に
追
加
で
の
一
時
金

支
給
を
検
討
」
「
②
臨
時
職
員
の

待
遇
改
善
を
議
論
・
具
体
化
す

る
」
と
回
答
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は

回
避
と
な
り
ま
し
た
。
9
日
は
、

昼
休
み
集
会
で
回
答
結
果
を
報
告

し
、
街
頭
宣
伝
行
動
で
は
増
員
や

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

石
川石

川
県
医
労
連
は
、
金
沢
駅
前

で
30
分
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
ア

ピ
ー
ル
行
動
を
実
施
。
さ
ら
に
、

石
川
独
自
で
行
っ
た
「
母
性
保
護

（
生
理
休
暇
）
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
に
基
づ
き
、
石
川
県
に
対
し

て
、
「
生
理
休
暇
を
き
ち
ん
と
取

れ
る
人
員
体
制
」
を
求
め
要
請
と

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
（
写
真

左
2
枚
）
。
テ
レ
ビ
取
材
も
入

り
、
後
日
、
Ｍ
Ｒ
Ｏ
北
陸
放
送
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

北海道・道北勤医労のみなさん

韓
国
の
ド
ラ
マ

や
映
画
が
面
白

い
。
た
だ
面
白
い

と
い
う
だ
け
で
な

く
、
韓
国
の
社
会

問
題
や
政
治
情
勢

も
垣
間
見
れ
る

し
、
俳
優
の
演
技
力
の
高
さ
に
加

え
て
訴
え
か
け
る
よ
う
な
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
が
魅
力
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
▼
今
や
、
日
本
の
半
分
の

人
口
の
国
の
作
品
に
世
界
中
の
人

々
が
夢
中
に
な
り
熱
狂
し
て
い

る
。
ど
う
し
て
日
本
の
半
分
ほ
ど

の
国
の
作
品
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
考
え
た

と
き
、
や
は
り
そ
こ
に
は
理
由
が

あ
り
背
景
が
あ
っ
た
▼
韓
国
は
、

1
9
9
0
年
代
に
通
貨
危
機
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
危
機
）に
陥
り
株
が
大
暴
落
。

多
く
の
企
業
が
倒
産
す
る
な
か
、

国
家
政
策
と
し
て
Ｉ
Ｔ
産
業
や
文

化
事
業
に
力
を
い
れ
た
。
音
楽
や

映
像
の
プ
ロ
を
育
て
る
大
学
や
専

門
学
校
を
設
立
し
、
そ
こ
に
助
成

金
を
出
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
人
材

が
育
ち
優
秀
な
作
品
を
作
り
出
し

て
ブ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
。ま
た
、

韓
国
は
日
本
と
比
べ
て
も
国
内
市

場
が
小
さ
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。
そ
こ
で
国
内
だ
け
で
な
く
海

外
に
も
進
出
す
る
こ
と
で
エ
ン
タ

メ
の
み
な
ら
ず
他
の
産
業
も
大
き

く
成
功
へ
導
い
て
い
る
▼
一
方
で

日
本
は
ど
う
か
。
政
府
は
、
新
た

な
税
負
担
を
求
め
よ
う
と
10
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
を
強

行
。
導
入
さ
れ
れ
ば
文
化
・
芸
術

の
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
業
界

で
も
廃
業
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
、
日
本
の
文
化
を
衰
退

さ
せ
て
し
ま
う
。
世
界
に
誇
る
日

本
の
ア
ニ
メ
だ
っ
て
例
外
じ
ゃ
な

い
。良
い
作
品
を
作
る
た
め
に
は
、

そ
こ
に
関
わ
る
人
や
も
の
へ
の
国

の
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

〈2023年末一時金回答状況（11月16日時点）〉

平均支給額
（円）

472，447
129，641

一律
（円）

32，782
25，678

月数
（カ月）

1．736
0．963

正職員
パート

２３秋闘

物
価
高
騰
か
ら
生
活
守
る
一
時
金
が
必
要

平均支給額で５割が
昨年実績を下回る回答

１８８組合で有額回答

産
別
統
一
行
動

各
地
で
１１
月
９
日

23
秋
闘
回
答
指
定
日
翌
日
の
11
月
9
日
に

は
、「
産
別
統
一
行
動
」
を
実
施
。
全
国
各
地

で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
集
会
、
署
名
行
動
な
ど
様

々
な
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ご
報
告
い
た

だ
い
た
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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11
月
15
日
に
東
京
・
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
永
田
町
で
開
催
さ
れ
た

「
2
0
2
3
年
秋

国
会
議
員
要

請
行
動
」
に
は
、
医
労
連
、
全
大

教
、
自
治
労
連
を
合
わ
せ
た
三
単

産
で
2
1
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。ま
た
マ
ス
コ
ミ
2
社
の
ほ
か
、

議
員
6
名
、
秘
書
6
名
も
激
励
に

駆
け
つ
け
、
参
加
者
数
は
合
計
2

2
4
人
で
し
た
。

共
に
が
ん
ば
る
決
意

意
思
統
一
集
会
で
の
加
盟
組
織

か
ら
の
取
り
組
み
報
告
で
は
、
全

大
教
代
表
者
は
大
学
病
院
の
現
状

に
つ
い
て
、
「
働
き
方
改
革
が
推

進
さ
れ
る
一
方
、
残
さ
れ
た
ス
タ

ッ
フ
が
疲
弊
し
な
い
た
め
に
も
人

手
・
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
適
切

な
労
働
環
境
の
た
め
に
一
緒
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

自
治
労
連
代
表
者
は
、
第
21
回
自

治
体
病
院
交
流
集
会
で
感
じ
た
地

域
住
民
と
の
連
携
の
重
要
性
や

『
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
』

結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
、
看
護
職
員
処
遇
改
善
事
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

「
引
き
続
き
国
や
関
係
団
体
に
要

請
懇
談
を
行
い
、
地
域
医
療
の
充

実
と
医
療
従
事
者
の
賃
金
労
働
条

件
改
善
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
医
労
連
か
ら
は
、

11
月
9
日
に
行
っ
た
統
一
行
動
に

つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
県

要
請
の
様
子
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
4
病
院
問

題
に
関
わ
る
中
で
得
ら
れ
た
地
域

住
民
の
声
、
10
人
で
行
っ
た
街
頭

署
名
で
は
1
時
間
で
1
6
7
筆
集

約
し
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
自
身
も
月
平
均
12

回
以
上
の
夜
勤
で
、
時
間
が
な
い

中
で
も
中
央
行
動
に
参
加
す
る
意

義
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
に

来
る
価
値
が
あ
る
と
信
じ

た
い
。
直
接
声
を
届
け
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
現

場
か
ら
出
て
声
を
あ
げ
な

い
と
、
現
場
の
声
は
届
か

な
い
」
と
力
強
く
訴
え
、
会
場
の

士
気
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

４７
名
の
議
員
と
面
談

意
思
統
一
集
会
の
後
、
参
加
者

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
国
会
議
員

を
訪
問
し
ま
し
た
。
17
日
時
点
の

報
告
で
は
、
4
4
1
名
の
国
会
議

員
を
訪
問
し
、
う
ち
47
名
の
議
員

と
面
会
し
直
接
訴
え
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
秋
の
行
動
で

は
17
日
現
在
、
新
た
に
衆
議
院
議

員
6
名
、参
議
院
議
員
1
名
の「
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」
の
応

諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
厚
労

全
国
組
合
は
参
議
院
比
例
区
選

出
の
議
員
を
訪
問
し
、
全
厚
労
は

2
名
の
議
員
と
面
談
。
大
椿
ゆ
う

こ
参
議
院
議
員
か
ら
、
そ
の
場
で

応
諾
を
得
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

静
岡静

岡
の
要
請
団
は
、
源
馬
謙
太

郎
衆
議
院
議
員
と
面
談
し
、
県
内

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
手
渡
し
、
そ
の

場
で
紹
介
議
員
の
応
諾
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

広
島広

島
の
要
請
団
は
、
広
島
独
自

の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
「
か

つ
て
な
い
過
酷
な
現
場
に
な
っ
て

い
る
。
離
職
が
止
ま
ら
な
い
」
と

訴
え
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を
保

つ
た
め
に
も
、
増
員
、
賃
上
げ
を

国
の
政
策
で
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。四

国
ブ
ロ
ッ
ク

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
2
名
の
議
員

を
訪
問
。
小
川
淳
也
衆
議
院
議
員

に
50
分
間
に
わ
た
り
現
場
の
状
況

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
分大

分
の
要
請
団
は
、
白
坂
亜
紀

参
議
院
議
員
、
古
庄
は
る
と
も
参

議
院
議
員
の
秘
書
と
懇
談
し
、
い

ず
れ
も
、
人
手
不
足
で
頑
張
っ
て

い
る
な
か
、
一
時
金
が
カ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
現
状
な
ど
を
伝
え
、
人

を
増
や
し
、
処
遇
改
善
す
る
た
め

に
大
幅
な
報
酬
改
定
が
必
要
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

北
海
道

北
海
道
医
労
連
は
事
前
に
5
名

の
議
員
と
面
談
予
約
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
神
谷
裕
衆
議
院
議
員
と

の
面
談
で
は
、
「
現
場
は
人
員
不

足
で
業
務
に
追
わ
れ
、
思
い
描
い

て
い
た
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き

な
い
。
や
り
が
い
さ
え
見
失
い
そ

う
に
な
る
」
と
切
実
な
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
補
助
金

が
ま
だ
病
院
に
入
っ
て
い
な
い
こ

と
や
、
リ
ス
ク
に
備
え
た
診
療
報

酬
や
外
来
看
護
の
報
酬
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
進
め
る
よ
う
働
き
か

け
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、山
形
や
愛
知
、

福
岡
な
ど
か
ら
も
、
議
員
面
談
や

そ
の
場
で
の
応
諾
の
報
告
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
１１
月
１５
日
、
自
治
労
連
・

全
大
教
と
と
も
に
「
２
０
２
３
年
秋

１１
・
１５

国
会
議
員
要
請
行
動
」
を
開
催
し
、
５
全
国
組

合
４１
組
織
１
９
２
人
が
参
加
、
４
４
１
名
の
議

員
を
訪
問
し
ま
し
た
。

紹介・賛同議員105人応諾一覧
●紹介議員〇賛同のみ

●
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●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
〇
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
〇
●
●
〇
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

北海道1
北海道8
北海道9
秋田2
宮城2
福島4
茨城1
茨城6
千葉9
神奈川1
神奈川4
神奈川9
神奈川12
新潟3
新潟4
新潟5
長野2
東京9
東京19
静岡8
愛知5
愛知9
愛知12
兵庫1
奈良1
広島6
香川1
香川2
福岡5
福岡7
大分1
宮崎1
鹿児島3
沖縄1
沖縄2

（比）北海道
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）北関東
（比）北関東
（比）北関東
（比）東京
（比）東京
（比）東京
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）北陸信越
（比）北陸信越
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）中国
（比）四国
（比）九州
（比）九州
（比）九州
（比）九州
北海道
青森
岩手
秋田
秋田
宮城
山形
山形
茨城
埼玉
神奈川
新潟
長野
長野
東京
東京
滋賀
京都
広島
愛媛
福岡
大分
沖縄
沖縄
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例

立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
有志
自民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
自民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
自民
自民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
立憲
自民
有志
立憲
立憲
共産
立憲
立憲
立憲
立憲
共産
立憲
立憲
立憲
共産
立憲
共産
共産
立憲
立憲
共産
立憲
れ新
立憲
立憲
共産
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
無
れ新
国民
共産
共産
立憲
立憲
立憲
共産
国民
立憲
立憲
立憲
立憲
自民
無
立憲
民主
民主
無
共産
立憲
立憲
立憲
立憲
共産
共産
民主
共産
立憲
無
立憲
自民
沖縄
沖縄
共産
共産
れ新
立憲
共産
立憲
れ新
共産
共産
れ新
共産
立憲
れ新
共産

道下 大樹
逢坂 誠二
山岡 達丸
緑川 貴士
鎌田 さゆり
小熊 慎司
福島 伸享
国光 あやの
奥野 総一郎
篠原 豪
早稲田 ゆき
笠 浩史
阿部 知子
斎藤 洋明
菊田 真紀子
米山 隆一
下条 みつ
山岸 一生
末松 義規
源馬 謙太郎
神田 憲次
長坂 康正
重徳 和彦
井坂 信彦
馬淵 澄夫
佐藤 公治
小川 淳也
玉木 雄一郎
堤 かなめ
藤丸 敏
吉良 州司
渡辺 創
野間 健
赤嶺 政賢
新垣 邦男
神谷 裕
小沢 一郎
寺田 学
高橋 千鶴子
岡本 あき子
青山 大人
小宮山 泰子
塩川 鉄也
大河原 まさこ
宮本 徹
笠井 亮
中島 克仁
谷田川 元
志位 和夫
山崎 誠
たがや 亮
神津 たけし
篠原 孝
本村 伸子
牧 義夫
田中 健
中川 正春
吉田 統彦
櫻井 周
徳永 久志
大石 晃子
斎藤アレックス
穀田 恵二
宮本 岳志
柚木 道義
白石 洋一
山田 勝彦
田村 貴昭
長友 慎治
稲富 修二
徳永 エリ
田名部 匡代
横沢 高徳
石井 浩郎
寺田 静
石垣 のりこ
芳賀 道也
舟山 康江
堂込 麻紀子
伊藤 岳
水野 素子
打越 さく良
杉尾 秀哉
羽田 次郎
吉良 よし子
山添 拓
嘉田 由紀子
倉林 明子
宮口 治子
ながえ 孝子
野田 国義
古庄 玄知
伊波 洋一
高良 鉄美
井上 哲士
岩渕 友
大島 九州男
大椿 ゆうこ
紙 智子
川田 龍平
木村 英子
小池 晃
田村 智子
天畠 大輔
仁比 聡平
福島 みずほ
舩後 靖彦
山下 芳生

衆
議
院

参
議
院

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
（
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
）
11
月
17
日
時
点 医労連の「仲間ふやし」を広げよう

国
会
議
員
47
名
と
面
談

四国：小川議員に訴える様子

広島：佐藤議員に訴える様子

国
会
議
員
要
請
行
動

２０２３
秋

１１・１５

意
思
統
一
集
会
224
人
が
参
加

医労連の取り組
み報告をする宮
城県医労連遠藤
麻由執行委員長

全厚労：大椿議員から応諾を得る

静岡：源馬議員から応諾を得る
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１１
月
４
日
、
日
本
医
労
連
第
５３
回
女
性
代
表
者
会
議
が

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３８
組
織
５９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
２３
年
度
運
動
方
針
と
新
役
員
体
制
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
日
本
医
労
連
の
佐

々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
非
正
規
労
働
者
の
半
分
が
女

性
、
そ
れ
が
子
供
の
貧
困
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
ま
た
、
「
看
護
・

介
護
、
保
育
士
の
低
賃
金
は
女
性

差
別
の
結
果
」
だ
と
し
て
、
「
女

性
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

に
し
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
が
声

を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
記
念
講
演
を
、
島
岡
ま

な
氏
（
大
阪
大
学
副
学
長
）
が
行

い
ま
し
た
。
（
別
掲
）

午
後
か
ら
は
、
基
調
報
告
を
川

上
真
理
書
記
次
長
（
女
性
協
事
務

局
長
）
が
行
い
ま
し
た
。
各
地
で

女
性
部
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
情
勢
と
し
て
は

い
ま
だ
に
ひ
ど
い
男
女
の
賃
金
格

差
、
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
参

加
の
遅
れ
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
24
春
闘
で
女
性
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
学
習
と
職
場
討
議

を
丁
寧
に
行
う
こ
と
な
ど
の
重
要

性
が
し
め
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
は
2
つ
の
組
織
が
行

い
ま
し
た
。

全
労
災
か
ら
は
、「
生
理
休
暇
」

を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

「
セ
ル
フ
ケ
ア
休
暇
」
と
名
称
変

更
し
た
こ
と
な
ど
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

関
信
地
方
協
を
代
表
し
て
東
京

医
労
連
か
ら
、
4
年
ぶ
り
に
リ
ア

ル
開
催
さ
れ
た
関
信
地
方
協
で
の

「
医
療
・
介
護
・
福
祉
で
働
く
女

性
の
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
全
体
討
論
で
大
い
に
交

流
し
ま
し
た
。
（
別
掲
）

ま
と
め
で
川
上
事
務
局
長
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
を
し
な
が
ら

女
性
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
き
た

各
地
の
発
言
に
も
ふ
れ
、
「
意
思

決
定
の
場
に
女
性
を
」
「
女
性
が

働
き
や
す
い
職
場
は
誰
も
が
働
き

や
す
い
職
場
に
つ
な
が
る
」
「
そ

の
運
動
の
先
頭
に
た
っ
て
、
わ
き

ま
え
る
こ
と
な
く
奮
闘
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
最
後

に
全
医
労
選
出
の
、
松
本
よ
し
子

新
女
性
協
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
16
本
の
サ
ン
バ
（
し

ゃ
べ
れ
バ
・
食
べ
れ
バ
・
学
び
行

動
す
れ
バ
）
な
取
り
組
み
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
女
性
部
活
動
再
開
し
、
毎
回

会
議
前
に
必
ず
30
分
の
学
習
を
決

め
た（
岡
山
）▼
雇
用
環
境
均
等
室

要
請
7
年
目
、
言
い
続
け
て
い
く

（
広
島
）▼
行
動
制
限
の
か
か
る
な

か
で
も
「
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

行
動
す
る
女
性
部
」
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
る（
群
馬
）▼
3
月
3

日
の
女
性
集
会
を
16
年
続
け
て
い

る
。
来
年
の
九
地
協
の
女
性
集
会

に
結
集
し
女
性
部
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い（
大
分
）▼
チ
ー
ム
「
美

魔
女
」
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
。

若
い
世
代
に
も
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
を
し
て
い
く
（
東

京
）
▼
単
組
で
「
生
理
休
暇
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
結
果
を

踏
ま
え
産
婦
人
科
医
の
勉
強
会
を

開
催
。
男
女
と
も
に
不
調
の
時
は

休
め
る
職
場
環
境
を
め
ざ
し
た
い

（
宮
城
）
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
山
形
の
代
表
者
か
ら

は
、「
生
理
不
調
は
『
6
8
2
8
億

円
の
損
失
』
女
性
が
心
置
き
な
く

治
療
が
で
き
る
環
境
整
備
が
社
会

の
損
失
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
一
同
共
感
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
留
学
を
機
に
日

本
の
人
権
教
育
の
遅
れ
を
認

識
、
仏
日
で
の
妊
娠
育
児
経

験
か
ら
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
権

利
保
護
の
先
進
性
や
、
行
き

届
い
た
人
権
教
育
に
ふ
れ
、

日
本
が
国
際
的
に
い
か
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
で
遅
れ
て

い
る
か
を
痛
感
。
日
本
女
性

に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
）
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
人
権
教
育
と
道
徳

教
育
の
誤
解
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

め
ざ
す
た
め
に
、
不
平
等
と

い
う
「
現
実
」
を
前
提
と
し

た
支
援
・
優
遇
策
の
必
要
性

と
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革

・
行
動
変
容
が
重
要
だ
と
訴

え
ま
し
た
。

慈雲堂病院労働組合で
は、11．9の全国統一行動日
に1日ストライキに入り、
朝宣と院前署名宣伝行動
（写真）、昼宣伝に取り組
みました。統一行動のなか、
執行委員長の声掛けで、今
年中途入職の検査技師さん
が組合加入してくれまし
た。

全医労は、「11．9いい・
いちにち全国統一行動日」
と位置づけ、全国各支部で、
署名宣伝行動、ランチ会な
ど多彩な行動に取り組み、
組合の見える化にもなって
います。退勤時間調査での
シール投票など、対話が広
がるなかで、30人を超える
組合員拡大の報告が寄せら
れています。

全日赤では日本医労連統
一行動日を「わくわくの日」
とし、11月10日～17日を「秋
のわくわく週間」と位置付
け、「説明会」には共済、
労金なども要請し、必ず一
度は組織拡大の取り組みを
設定しようと呼びかけてい
ます。9日にはさっそく京
二単組から4人の組合員加
入の報告がありました。

し
ゃ
べ
っ
て
学
ん
で
共
感
し
た
こ
と

持
ち
帰
っ
て
広
げ
よ
う

女性協

第
53
回
女
性
代
表
者
会
議

各
地
の
サ
ン
バ
な
報
告
で
大
交
流

日赤医療センター第一労組
のなかま
日赤医療センター第一労組
のなかま

全医労

統一行動で仲間増やし
なかま増やして要求実現

東京 慈雲堂病院労働組合

組合事務所でランチ会の
準備中!!

11．９

全日赤
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●
組
合
の
役
員
を
や
っ
た
人
が
、

忙
し
い
け
れ
ど
、
組
合
が
何
を
や

っ
て
い
る
か
、
理
解
で
き
た
の
で

良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

（
茨
城
・
加
藤
あ
ず
さ
）

●
賃
金
は
た
い
し
て
上
が
ら
な
い

の
に
過
度
な
物
価
高
。
つ
ら
い
つ

ら
い
つ
ら
い
。

（
秋
田
・
鈴
木
瞭
平
）

●
最
近
テ
レ
ビ
の
過
労
死
対
策
の

特
集
で
「
職
場
は
働
く
ほ
ど
楽
し

く
な
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

聞
い
て
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
職
場

は
働
く
ほ
ど
消
耗
す
る
と
無
意
識

に
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
お
互
い
様
と
助

け
合
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い

で
す
。

（
兵
庫
・
匿
名
希
望
）

●
今
年
の
秋
は
共
済
関
連
で
、
ス

ポ
ー
ツ
企
画
が
目
白
押
し
で
し

た
。
歩
い
た
り
、
腹
筋
し
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
決
め
て
仲
間
み

ん
な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張

り
ま
し
た
。
目
的
は
参
加
賞
で
し

た
が
、
チ
ー
ム
の
絆
も
芽
生
え
た

…
か
な
？
（
東
京
・
遠
藤
裕
子
）

●
一
体
い
つ
秋
に
な
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
や
っ
と
秋
ら
し

い
紅
葉
と
な
り
ま
し
た
。
赤
や
黄

色
の
山
の
景
色
が
華
や
か
で
、
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

（
岡
山
・
高
瀬
千
佳
）

●
誰
が
考
え
て
も
お
か
し
い
と
思

う
こ
と
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い

る
。
常
識
が
通
用
で
き
る
世
の
中

に
し
た
い
も
の
で
す
。
医
療
・
介

護
・
福
祉
従
事
者
の
賃
金
の
増
額
、

国
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
頑
張

ろ
う
！

（
千
葉
・
匿
名
希
望
）

日
本
医
労
連
も
参
加
す
る
ド
ク
タ
ー

ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
11

月
5
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
危
機
に
立

つ
日
本
の
医
療
〜
医
療
崩
壊
を
防
ぎ
地

域
住
民
と
医
療
従
事
者
を
守
る
た
め
の

政
策
〜
」
を
開
催
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
合
わ
せ
、
約
1
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
は
、
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
し
、
「
看
護
の
労
働
実
態
と
求

め
ら
れ
る
政
策
」
に
つ
い
て
、
2
0
2

2
年
度
夜
勤
実
態
調
査
結
果
や
2
0
2

2
年
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
結
果

を
も
と
に
、
大
幅
増
員
や
診
療
報
酬
引

き
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

【パズル解答】1813号の答えは「タベホウダイ」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を12／14（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110－0013 台東区入谷1－9－5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03－3875－6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

実
務
の
相
談
会
を
開
催

自
動
車
共
済
は
、
掛
金

が
安
く
て
お
得
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
担
当
者
に
と

っ
て
は
実
務
面
で
不
安
を

感
じ
る
よ
う
で
す
。

医
労
連
共
済
で
は
、
組

合
員
に
お
得
な
自
動
車
共

済
を
も
っ
と
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
担
当
者
向

け
の
実
務
相
談
会
「
Ｔ
ｅ

ｒ
ａ
ｋ
ｏ
ｙ
ａ

ｃ
ａ
ｆ

ｅ
」
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
は
、
12
月
8
日

（
金
）
と
12
月
20
日
（
水
）

の
午
後
2
時
〜
3
時
の
1

時
間
の
予
定
で
す
。
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
は
単
組
支
部
に
チ
ラ
シ

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

内
容
と
し
て
は
、
実
務

初
心
者
向
け
の
実
務
紹
介

動
画
を
観
て
頂
い
た
後
に

質
問
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
行

い
ま
す
。
自
動
車
共
済
の

実
務
は
初
め
て
と
い
う
方

に
は
、
わ
か
り
や
す
く
、

丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

加
入
者
か
ら
の
お
手
紙

ホ
ン
ダ

Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ

「
思
い
切
っ
て
見
積
も
り

を
出
し
た
ら
、
掛
金
が
安

く
、
等
級
も
引
き
継
げ
る

こ
と
が
決
め
手
と
な
り
ま

し
た
。
見
積
り
を
希
望
し

て
良
か
っ
た
で
す
」

見
積
り
か
ら
始
め
よ

う
。

制
度
に
よ
る
格
差

広
が
る

2
0
2
2
年
度
院
内
保
育

所
実
態
調
査
が
こ
の
程
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に

よ
る
院
内
保
育
所
で
勤
務
す

る
保
育
士
の
初
任
給
平
均
は

17
万
2
4
1
6
円
で
2
0
2

1
年
と
比
較
し
て
1
9
4
円

し
か
引
き
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

一
方
、
2
0
2
2
年
厚
生

労
働
省
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
の
保
育
士
「
20
歳
〜
24

歳
」
の
平
均
賃
金
は
25
万
5

5
0
0
円
で
、
昨
年
よ
り
3

万
9
7
0
0
円
も
引
き
上
が

っ
て
い
ま
す
。

両
調
査
の
賃
金
差
は
、
正

確
な
比
較
に
は
な
ら
な
い
も

の
の
、
8
万
3
0
8
4
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
が
、

4
万
3
5
7
8
円
で
し
た
か

ら
、
そ
の
差
は
約
2
倍
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
程
の
差
が
生
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
政
府
が
打
ち
出
し
た
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
に
よ

る
、
保
育
士
等
へ
の
処
遇
改

善
加
算
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

処
遇
改
善
加
算
の
対
象
は

認
可
保
育
所
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。今
回
の
調
査
で
、

認
可
外
と
回
答
し
た
施
設
は

全
体
の
92
パ
ー
セ
ン
ト
に
の

ぼ
り
、
院
内
保
育
所
の
多
く

が
、
認
可
外
保
育
所
で
あ
る

た
め
に
、
処
遇
改
善
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
制
度
に
よ
っ
て
、
格
差
が

広
が
り
、
ケ
ア
労
働
者
の
賃

上
げ
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

ケ
ア
労
働
に
対
す
る

社
会
的
な
低
評
価

2
0
2
2
年
厚
生
労
働
省

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に

よ
る
全
産
業
平
均
は
31
万
1

8
0
0
円
で
す
。
こ
れ
を
看

護
師
・
介
護
士
・
保
育
士
の

平
均
賃
金
と
比
較
す
る
と
、

看
護
師
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ

ス
5
6
0
0
円
、
保
育
士
は

マ
イ
ナ
ス
5
万
6
3
0
0

円
、
介
護
職
に
至
っ
て
は
マ

イ
ナ
ス
7
万
3
9
0
0
円
と

な
っ
て
お
り
、
全
産
業
平
均

か
ら
い
ず
れ
も
下
回
っ
て
い

ま
す
。

「
医
療
・
介
護
崩
壊
」が
叫

ば
れ
た
な
か
現
場
で
は
、
人

手
不
足
と
過
酷
な
労
働
環
境

の
も
と
、
自
ら
の
感
染
リ
ス

ク
と
も
た
た
か
い
な
が
ら
、

患
者
・
入
所
者
の
い
の
ち
と

向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

院
内
保
育
所
で
も
、
保
護

者
で
あ
る
医
療
従
事
者
の
就

労
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急

事
態
宣
言
中
で
あ
ろ
う
と
保

育
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ケ
ア
労
働
者
な
く
し
て
、

私
た
ち
の
社
会
は
一
日
も
機

能
し
な
い
こ
と
は
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は

女
性
が
担
い
支
え
て
い
ま

す
。全

産
業
平
均
と
の
賃
金
格

差
は
、
ま
さ
に
、
ケ
ア
労
働

に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
低

さ
で
あ
り
、
「
家
事
労
働
的

な
仕
事
は
、低
賃
金
で
よ
い
」

と
い
う
よ
う
な
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
考

え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
変
え
な

い
限
り
、
ケ
ア
労
働
者
の
賃

上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と

も
言
え
ま
す
。

「
格
差
」の
根
底
に

「
差
別
」ケ
ア
労
働

の
価
値
を
高
め
て

男
女
の
賃
金
格
差
に
は
差

別
が
あ
り
、
正
規
・
非
正
規

の
就
労
状
況
に
も
差
別
が
あ

り
ま
す
。
最
低
賃
金
も
女
性

差
別
的
な
賃
金
額
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
社
会
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
ケ
ア
労
働
者
の

賃
金
に
も
差
別
が
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
「
格
差
」
を
広

げ
、
「
差
別
」
を
助
長
し
て

い
る
の
が
、
こ
の
国
の
政
治

で
あ
り
、
ケ
ア
労
働
軽
視
の

姿
勢
で
す
。

い
ま
現
場
で
は
、
賃
金
も

上
が
ら
ず
、
長
時
間
過
密
労

働
と
協
定
を
超
え
る
夜
勤
を

こ
な
し
、
休
み
も
取
れ
ず
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
嵐
の
中
で

勤
務
し
、
離
職
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
ケ
ア
を
提
供
す
る

側
が
不
足
す
れ
ば
、
そ
の
ケ

ア
を
受
け
る
側
の
人
間
だ
け

で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

来
年
度
7
・
7
兆
円
も
軍

事
費
に
予
算
計
上
す
る
の
で

は
な
く
、
脆
弱
な
医
療
提
供

体
制
の
改
善
と
、
社
会
の
基

盤
で
あ
る
ケ
ア
労
働
へ
の
価

値
を
高
め
、
そ
こ
で
働
く
労

働
者
の
処
遇
改
善
を
は
か
る

こ
と
の
で
き
る
、
大
幅
な
報

酬
改
定
を
実
施
す
べ
き
で

す
。

川
上

真
理

ケア労働は社会の基盤 ケアの価値は報酬改定で示せ！

ドクターズ・デモンストレーション

必要な医療提供のために
医療政策の転換を

自動車共済 担当者むけ相談会


